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中
性
脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
、
悪
モ
ノ
扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
人

間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。と
こ
ろ
が
、血
液
中
の
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ「
脂

質
異
常
症
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化

が
進
み
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
の
引
き
金
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
脂
質
異
常
症
と
ど

う
つ
き
あ
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

４
つ
の
基
準
で

脂
質
バ
ラ
ン
ス
を
判
定

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン
、

胆
汁
酸
な
ど
の
も
と
と
な
り
、
中
性
脂
肪
は

活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

血
液
中
の
中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、

必
要
以
上
に
多
い
状
態
を
脂
質
異
常
症
と
呼

び
ま
す
。
食
べ
物
な
ど
か
ら
取
り
込
ま
れ
た

脂
質
は
、
血
液
の
中
に
入
る
と
、
た
ん
ぱ
く

質
と
結
び
つ
い
て
リ
ポ
た
ん
ぱ
く
に
な
り
、

全
身
へ
運
ば
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
低
比
重
リ

ポ
た
ん
ぱ
く
）
は
肝
臓
や
腸
で
つ
く
ら
れ
た

脂質異常症
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予防のために治療を　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
全
身
へ
運
び
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
高
比
重
リ
ポ
た
ん
ぱ
く
）
は
、
余
っ
た
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
多
過
ぎ

た
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
不
足
し
た
り
す
る
と
、
血

液
中
に
脂
質
が
増
え
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｌ
Ｄ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性

脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
）、
Ｎ
ｏ
ｎ-

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
４
つ
の
基
準
が

あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

え
過
ぎ
て
い
る
の
が
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

■ 脂質異常症の診断基準（空腹時採血）*

LDL コレステロール
140mg/dL 以上 高 LDL コレステロール血症
120 ～ 139mg/dL 境界域高 LDL コレステロール血症 **

HDL コレステロール 40mg/dL 未満 低 HDL コレステロール血症
トリグリセライド 150mg/dL 以上 高トリグリセライド血症

Non-HDL
コレステロール

170mg/dL 以上 高 non-HDL コレステロール血症

150 ～ 169mg/dL 境界域高 non-HDL コレステ
ロール血症 **

* 10 時間以上の絶食を「空腹時」とする。ただし水やお茶などカロリーのない水分の
摂取は可とする。

** スクリーニングで境界域高 LDL-C 血症、境界域高 non-HDL-C 血症を示した場合は、
高リスク病態がないか検討し治療の必要性を考慮する。

・LDL-C は Friedewald 式（TC－HDL-C－TG/5）または直接法で求める。
・TG が 400mg/dL 以上や食後採血の場合は non-HDL-C（TC－HDL-C）か LDL-C

直接法を使用する。ただし、スクリーニング時に高 TG 血症を伴わない場合は LDL-C
と non-HDL-C の差が＋30mg/dL より小さくなる可能性を念頭においてリスクを評
価する。

日本動脈硬化学会編「動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017 年版」より

14-17_特集3.indd   14 2019/02/18   19:20

15　こまどNo.59（2019.3）

特集3 将来の心筋梗塞など

な
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
放
置
す
る
と
危
険
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
脂
質
異
常
症
に
な
っ
て
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
必
要
以
上
に
多

い
状
態
に
な
る
と
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

動
脈
硬
化
が
進
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。
動

脈
硬
化
が
進
む
と
、
血
管
の
壁
に
、
過
剰
な

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
っ
た
プ
ラ
ー
ク
と

い
う
こ
ぶ
が
で
き
て
、
血
管
が
狭
く
な
り
、

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ー
ク
が
は
が
れ
る
と
、
こ
れ

を
修
復
し
よ
う
と
し
て
血
小
板
が
集
ま
っ
て

血
栓（
血
液
の
か
た
ま
り
）が
で
き
ま
す（
上

図
）。
そ
れ
が
血
管
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
と
、

あ
る
日
突
然
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
肺
塞

栓
症
な
ど
を
発
症
し
ま
す
。

　
暴
飲
暴
食
、
肥
満
な
ど
に
よ
っ
て
、
中
性

脂
肪
が
１
０
０
０
〜
２
０
０
０
㎎
／
dL
と
急

激
に
上
が
っ
た
と
き
に
は
、
急
性
膵
炎
を
発

症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
急
性
膵
炎
は
、

自
分
の
消
化
酵
素
で
す
い
臓
が
溶
け
て
炎
症

を
起
こ
す
た
め
に
激
痛
を
生
じ
、
重
症
に
な

る
と
死
亡
す
る
人
も
い
る
病
気
で
す
。

　
脂
質
異
常
症
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
、
肥

満
や
運
動
不
足
の
人
の
増
加
、
人
口
の
高
齢

量
が
少
な
い
状
態
が
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
、
中
性
脂
肪
が
増
え
過
ぎ
て
い

る
の
が
高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症
で
す
。

さ
ら
に
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
か
ら
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
引
い
た
値
が
増
え
過
ぎ

た
状
態
が
高
ｎ
ｏ
ｎ-

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
で
す
。
１
つ
で
も
異
常
が
あ
る

と
、脂
質
異
常
症
と
診
断
さ
れ
ま
す（
14
ペ
ー

ジ
表
）。

心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中

急
性
膵
炎
の
引
き
金
に

　
脂
質
異
常
症
に
な
っ
て
も
、
特
に
症
状
は

化
に
よ
っ
て
過
去
50
年
間
、
右
肩
上
が
り
に

増
え
て
い
ま
す
。
男
性
は
加
齢
の
影
響
を
あ

ま
り
受
け
な
い
も
の
の
、
女
性
は
閉
経
後
に

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪
が
上

が
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
下
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
脂
質
の
代
謝
の
仕
方
は
遺
伝
的
な
体
質
の

影
響
も
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
生
ま
れ
つ

き
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
家
族

性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
人
は
、

２
０
０
〜
５
０
０
人
に
１
人
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

治
療
の
目
的
は

動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防

　
健
康
診
断
な
ど
で
脂
質
異
常
症
を
指
摘
さ

れ
た
ら
、
ま
ず
は
食
生
活
と
運
動
習
慣
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
の
基
本
は
食
事
療
法

と
運
動
療
法
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
効
果
が

み
ら
れ
な
い
場
合
に
は
，
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
薬
の
使
用
を

検
討
し
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
の
治
療
の
目
的
は
、
動
脈
硬

化
の
進
行
を
防
ぎ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な

ど
の
重
大
な
病
気
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
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動
脈
硬
化
は
老
化
現
象
の
１
つ
で
あ
り
、

誰
で
も
加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
血
管
が
硬
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
60
歳
を
超

え
る
と
、
男
女
と
も
、
40
代
〜
50
代
の
と
き

よ
り
も
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
に
な
り
、
高
齢
者
の

脂
質
異
常
症
を
ど
こ
ま
で
治
療
す
べ
き
か
は

専
門
家
の
間
で
も
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
日
本
老
年
医
学
会

は
、
高
齢
者
の
脂
質
異
常
症
の
診
療
指
針
と

し
て
、
２
０
１
７
年
に
、「
高
齢
者
脂
質
異

常
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
日
本
動
脈
硬
化
学
会

の
「
脂
質
異
常
症
診
療
ガ
イ
ド
」
で
は
、
65

〜
74
歳
ま
で
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
40
代

〜
50
代
と
同
様
に
、
脂
質
異
常
症
を
積
極
的

に
治
療
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

薬
を
使
う
か
は

75
歳
以
上
は
個
別
に
判
断

　
75
歳
以
上
の
人
で
も
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
な
ど
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
に
関
し

て
は
、
再
発
予
防
の
た
め
に
、
脂
質
異
常
症

の
治
療
は
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
そ
う
い
っ
た
病
気
を
起
こ
し
た
こ

と
が
な
い
75
歳
の
高
齢
者
に
関
し
て
は
ま
だ

デ
ー
タ
が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
う
し

た
中
、
最
近
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

１
４
０
㎎
／
dL
以
上
で
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

喫
煙
な
ど
の
リ
ス
ク
因
子
の
あ
る
75
歳
以
上

の
男
女
約
4
千
人
（
平
均
年
齢
81
歳
）
を
対

象
に
し
て
、「
食
事
指
導
だ
け
を
行
う
群
」

と
「
食
事
指
導
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
る
薬
の
服
用
を
続
け
る
群
」
の
２
つ

に
分
け
て
5
年
間
追
跡
調
査
す
る
臨
床
試
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
、
薬
物

療
法
を
加
え
た
群
の
心
臓
突
然
死
・
心
筋
梗

塞
な
ど
の
発
生
率
は
、
食
事
指
導
だ
け
だ
っ

た
群
よ
り
34
％
低
か
っ
た
の
で
す
。

で
す
。
ど
こ
ま
で
脂
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
か
は
、
年
齢
や
性
別
、
動
脈
硬
化
が
進
行

す
る
リ
ス
ク
の
高
さ
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

高
血
圧
▽
糖
尿
病
▽
喫
煙
者
▽
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
▽
第
1
度
近
親
者
（
親
、
兄
弟

姉
妹
）
に
男
性
55
歳
未
満
・
女
性
65
歳
未
満

で
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
発
症
し
た
人
が
い

る
な
ど
の
危
険
因
子
が
多
い
人
は
、
動
脈
硬

化
が
進
行
す
る
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

　
す
で
に
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
梗
塞
な

ど
動
脈
硬
化
に
よ
る
病
気
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
病
気
の
再
発
を
防
ぐ
二
次
予

防
と
し
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
数
値
目
標
で
脂

質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
治
療
が
必

要
で
す
。

脂質をコントロール

いろいろ心配するよりも……
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な
お
、「
高
齢
者
脂
質
異
常
症
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
は
、
終
末
期
が
近
づ
き
、
余
命
が

1
年
以
内
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
脂
質
異

常
症
の
薬
を
や
め
た
ほ
う
が
、生
活
の
質（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
が
上
が
る
と
し
て
い
ま
す
。

食
事
量
は
減
ら
さ
ず
に

中
身
の
見
直
し
を

　
元
気
な
高
齢
者
の
場
合
に
は
、
40
代
〜
50

代
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、
食
生
活
や
運
動
習

慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
中
性
脂
肪
が
高
い
人
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や

果
物
、
糖
質
の
多
い
菓
子
類
を
控
え
ま
し
ょ

う
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
場
合

に
、
肉
の
脂
身
、
バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
の

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
研
究
は
ま
だ
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
75
歳
以
上
に
な
っ
て
か
ら
薬

を
使
っ
て
積
極
的
な
治
療
を
行
う
か
は
、

個
々
の
患
者
さ
ん
の
活
動
度
、
合
併
疾
患
の

有
無
や
本
人
の
希
望
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
し

ま
す
。

　
頸
動
脈
エ
コ
ー
（
超
音
波
）
検
査
、
Ｃ
Ａ

Ｖ
Ｉ
（
心
臓
足
首
血
管
指
数
）
検
査
に
よ
っ

て
、
ど
の
程
度
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
か

を
調
べ
た
う
え
で
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生

と
相
談
し
て
、
薬
を
使
う
か
ど
う
か
決
め
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
も
と
も
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
を
下
げ
る
薬
を
服
用
し
続
け
て
い
る

人
に
関
し
て
は
、
特
に
副
作
用
が
出
て
い
な

い
限
り
は
、
75
歳
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

急
に
薬
を
変
え
た
り
や
め
た
り
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
は
個
人
差
が
大
き
い
の
で
、
薬
を

服
用
し
続
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ず
っ
と
薬
を
飲
ん
で
い
た
患
者
さ
ん
の
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
急
に
下
が
っ
た
と
き

に
は
、
肝
機
能
障
害
や
が
ん
が
見
つ
か
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

摂
取
量
が
明
ら
か
に
多
い
よ
う
な
ら
、
減
ら

す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
は
、
食
事
を
全
体
に
減
ら
し
過
ぎ

る
と
筋
肉
が
落
ち
て
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
食
事
量
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
脂
質
が
多
い
も
の
を
取
り
過
ぎ
て
い

な
い
か
、
食
生
活
の
中
身
を
見
直
す
こ
と
が

肝
心
で
す
。

　
運
動
も
大
切
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

有
酸
素
運
動
に
よ
っ
て
脂
肪
が
分
解
さ
れ
る

と
、
中
性
脂
肪
が
減
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
増
加
し
ま
す
。
高
齢
者
は
特
に
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
筋
肉
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 リスクに応じて

食生活や運動習慣を見直しましょう
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